すぐ 近くの、 お 寺の 庭に、 四 五本の 大きな 銀 杏樹が 

そびえ 立って いる。 そばへ 行って 調べて みると、 三本 

で、 それが 見よう によって、 四 本に も 五本に も 見える _ 

こん もり 茂って いるの だ。 その 樹に、 雀が たくさん 巣 

くって いる。 朝早くから 起きて、 ピ イチ ク、 チュクチ ュ 

ク、 ピ イチ ク、 チュクチ ュク、 騒がしい つたらない。 

朝日の 光りが さしてく ると、 ぱっ ぱっと、 一群れず つ 

飛び立ち、 四散して、 どこかへ 行って しまう。 そして 

夕方 また 帰って くる。 何 をして いるの か、 ピ イチ ク、 

チュクチ ュク、 ピ イチ ク、 チュクチ ュク、 騒ぎ まわつ 

て、 薄暗くなる とひつ そりして しまう。 



こんな こと を 考える の は、 私が 冷酷な からであろう 

か。 姉さん はた ぶん、 私の ような 考え方 はしない に 違 

いない。 姉さん は 戦争未亡人 なの だ。 結婚 生活 は 短く、 

御主人の 戦死 も 公報が 来たし、 終戦後、 実家に 戻って 

来て いる。 再婚の 話 も 時折 ある。 その 縁談の ことな ど、 

手 塚さん へどう いう 風に 話して いるの かしら。 そして 

手 塚さん はどうい う 風に 答えて いるの かしら。 一 一人 は 

結婚す るつ もり かしら。 手 塚さん の 病気が 故障と なつ 

てるの かしら。 そんな こと を、 私 は 考えて みたくない 

の だ。 首縊りの キス、 あれ だけで もうた くさん。 二人 

の 間に は 肉： K: の 関係まで ある こと を、 私 は ぼんやり 



が、 君のと ころ は …… ご 

先生 は 私の 名刺 〔# 「名刺」 は 底本で は 「名刺 匕 に 眼 を 

落しながら、 はたと 言葉 を 切って、 私の 顔 を じっと見 

つめた。 余り 長く 見つめられ、 私 は 固くなって、 顔 を 

伏せた。 先生 はま だ 見つめて いる。 それから ふいに 笑 

いだした。 

「な あんだ。 君 か。 道理で 似て る il だ。 本人 じ やない 

かご 

何の ェ ピソ ー ド かと、 お 友達が 尋ねる と、 先生 はま 

た 笑って、 この ひとは 小 杉 喜久子 に似てる と 思った が、 

その 小 杉喜久 子が この ひと だ つ たと、 ばかな こと を 言 
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